
女性専用シェアハウス「あんしんハウスⅠ」の取組

令和５年度 住まい環境整備モデル事業 事業者交流会

ＮＰＯ法人グリーンライフ
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■ＮＰＯ法人グリーンライフ

〇設立 平成29年８月30日
〇認証 平成29年11月21日
〇所在地 福島県福島市

〇事業
・住宅確保要配慮者への居住支援及び生活支援事業
・地域共生社会の実現に資する事業
・その他

〇組織
・医療法人（病院、老健等を運営）が母体
・役員５名、会員10名

〇主な活動
・居住支援セミナー
「地域包括ケアは“住まい”が真ん中」（H30.11）
「住まいとコミュニティの新しい関係」（R02.03）
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●小規模介護事業所が転居した後の、法人所有の建物
の空きスペースをどう活用するか

●虚弱な独居高齢者の安全安心な在宅生活をどのよう
に支えるか など

それまで抱えていた課題は…

◆立ち退きを求められ、住まいを失った高齢者の行き場がない
◆収入ダウンによって、アパートの賃料支払いに窮している母子世帯が増えている
◆夫のＤＶから逃れるための一時的な住まいの確保が難しい など

○施設の開設には手間がかかるし、賃貸住宅はどうかな
○スプリンクラーが完備されているので、火災面では安心かも…

○とはいえ、１Ｆは女性職員ばかりだから、入居者も女性に限定したい

国土交通省のメールマガジンで「住まい環境整備モデル事業」の公募を目にする
➜ 既設のＮＰＯと連携し、女性専用住宅の整備に向けて本格検討へ
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提案事業の背景と事業の全体概要

○単身高齢世帯や障害者手帳交付数、生活保護申請数、さらには相対的貧困率、ＤＶ被害件数の増加な
ど、暮らしに課題を抱えた女性の高齢者や障がい者、母子世帯等（女性高齢者等）が増えている。

 ○こうした人たちを公営住宅や民営借家で対応するには限界があり、年齢や生活状況に関わらず、幅広
い受け入れが可能な住宅の整備が必要となっている。

○同時に、住まいの確保だけでなく、女性高齢者等が安心して暮らせる支援体制の構築や住環境づくり
も求められている。

■ 背景と課題 ■

ハード（住まいの提供）とソフト（生活相談等の支援体制づくり）の両面から
その暮らしを支える住環境を整備
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○ＮＰＯが小規模介護事業所として使われていた建物の空きスペースを賃借し、共同住宅（シェアハ
 ウス）に用途変更・改修を行うとともに、女性専用住宅として低廉な家賃でサブリースする。

 ○入居者への相談援助、多目的ホールを活用した健康講座やサロンの開催、居住支援の理解促進を図る
 ためのセミナーの開催、非常災害用物資の備蓄など、入居者に対する生活相談支援や入居者と地域住
 民との交流に向けた取組を行う。

○こうした事業展開により、住まいの確保支援や孤立の防止、互助の促進、生活の質の向上、地域との
 交流等を図り、入居女性と地域住民の双方が「ともに安心して暮らせる」住環境づくりを実現する。

■ 事業の全体概要 ■



◆ 民間企業や社会福祉法人、地縁組織、他のＮＰＯ法人等とも連携して支援体制を充実・強化 ◆

  地域包括ケアシステムの構築や地域共生社会の実現に寄与
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提案した具体的な取組内容

○地域交流拠点としての機能を併せ持つ女性専用共同住宅を開設し、関係者・関係機関等による重層的
 な支援体制による「住宅確保が困難な女性の安心居住モデル」を構築する。

低廉な家賃 登録住宅 相談援助 健康講座

災害対応機能 保健指導 啓発セミナー 地域サロン

医療法人白寿会
（共同提案者）

入居（希望）者

ＮＰＯ法人
グリーンライフ
（代表提案者）

共同住宅
あんしんハウスⅠ

地域包括
支援センター
（介護予防等）

民生児童委員
（見守り・声かけ等）

家賃債務保証
事業者等
（入居支援）

居住支援協議会
（情報共有等）

地域住民
ボランティア
（交流）

社会福祉協議会
（生活相談等）

行政の担当課
（住宅相談等）

医療機関
（医療支援）

【建築主】

サブリース賃貸借

・高齢者、母子世帯等
賃貸借

・住宅支援
・生活支援
・普及啓発

開設・運営

バックアップ

・セーフティネット住宅



ハード面（住まいの提供）の取組 ①

＜地域包括支援センター＞

・居宅介護支援
事業所 ・訪問看護

ヘルパー
ステーション

●既存の事業所
医療・介護サービスを
提供。職員全員が女性
で、約20人が従事。

■建物概要■

・用途：老人福祉施設➞寄宿舎（共同住宅）
・構造／戸数：鉄骨造２階建／６戸
・敷地／延床面積：916.56㎡／980.80㎡
・工期：令和２年３月～令和３年１月

＜玄関内＞

●多目的ホール
従前から地域包括支援
センターを中心に、健
康講座を年90回ほど開
催。このほか、認知症
カフェや地域住民の会
合などにも利用されて
いる。

＜１Ｆ＞

●シェルター
失業やＤＶ等に
よる住居喪失者
を緊急に受け入
れる。最大で２
か月間。賃料は
無料。

実績：収入減、立ち

 退き、ＤＶ

＜風呂場：浴槽２つ＞
入居者の使用可
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ハード面（住まいの提供）の取組 ②

●風呂場
納戸を改修し、脱衣
場とユニットバス、
物干し室を新設。

＜２Ｆ＞

●居室
①～⑥は単身者
向け（５室）
間仕切り壁で従
来の居室を分割
した。

●共用部
食堂、キッチン等は従来の
ものをそのまま使用。

NPO
事務所

倉庫

●居室⑦
談話室との境に壁を
新設し、母子世帯専
用に改修。

居室① 13.10㎡ 洋室８畳・洗面台 32,000円

居室② 11.68㎡ 洋室７畳・洗面台 28,000円

居室③ 10.01㎡ 洋室６畳 23,000円

居室⑤ 10.01㎡ 洋室６畳・洗面台 24,000円

居室⑥ 11.44㎡ 洋室７畳 27,000円

居室⑦ 31.34㎡ 和室８畳＋６畳・押入ほか 36,000円

＊礼金・敷金なし。保証人不要。共益費10,000円別途加算。

・火災報知機、スプ
リンクラー完備

・全面フラット床

・エレベーター設置

・車いす対応トイレ
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令和３(2021)年４月オープン

✓ １Ｆに医療介護事業所があり、コロナ禍ではシェア
 ハウスの入居者を募集しにくい…。

✓ オープン前に予定していた記念講演会も中止に！

チラシの配布

一部を除き取り止め
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ソフト面（支援体制づくり）の取組 ①

○周知活動の一時見合わせにより、募集は「スローステップ」へ方針を転換。なお、入居にあたっては
 敷金・礼金なし、保証人不要とし、生活保護受給者や緊急一時要保護者も受け入れる。

＜入居者の属性と相談ルート＞

属 性 入居理由 紹介経路 その後の経過

高齢者
住み替えを考えているが、高齢単身のため
賃貸アパートを借りることができない。

居住支援協議会
・就労支援により仕事に
就く（職場の緊急連絡
先も引受け）

高齢者
大家（親戚）との折り合いが悪くなり、立
ち退きを求められている。 地域包括支援センター

・希望により任意成年後
見人を選任

高齢者
老朽化した借家の取り壊しが目前に迫って
いる。

社会福祉協議会

・養護老人ホーム入所
・離婚で幼少期に分かれ
た長男と長女に数十年
ぶりに対面

生活保護受給者
外国人の妊婦で、日本語も十分ではないた
め、アパートでの一人暮らしは難しい。

生活福祉課
こども家庭課

・入居２か月後に出産
・母親に就労支援、子は
保育園へ。

ＤＶ被害者 夫の暴力から逃れたい。 女性相談支援センター
・就労支援により仕事に
就く。２年後、再婚し
て退居。

低所得者
家族関係が悪化し、同居していた娘から退
居を求められた。 建築政策課 ・ハウス内のまとめ役

母子世帯
パート収入が減って、アパートの賃料が重
荷になっている。 こども家庭課

・正職に就き、収入も安
定。

9



ＮＰＯ法人

●生活支援
・就労支援（勤務先の緊
急連絡先を引受け）

・通院支援
・買物代行
・育児支援
●安否確認
・月２回の訪問と面談
・相談は電話やメールで
も随時受付

１Ｆの事業所
（主に地域包括支援センター）

●生活支援
・フロントサービス
・福祉制度の手続き代行
●安否確認
・買物や出勤時に事務所
前を通る際、声かけや
観察を行う。

●栄養相談
・クッキング指導
・食生活のアドバイス

共同提案者運営の
医療機関・介護施設

●医療支援（希望者のみ）

・ワクチン接種
・健康診査
●保健指導
・感染対策の周知
・抗原検査
・リハビリの助言
●緊急時の対応
・定例会議で情報を共有
・緊急時に即応

◆ ＮＰＯと１Ｆ事業所の職員らがボランティアとして入居者の生活をサポート ◆

ソフト面（支援体制づくり）の取組 ②

○入所者の日常生活に対する各種相談に応じるとともに、福祉サービス等の手続きや安否確認、就労に
 関する情報提供を行う。また、共同提案者の医療機関と連携し、緊急時の対応方法を確認している。

＜入居者に提供中の主な生活支援等＞

緊急時に備え、民生委員や近隣住民、かかりつけ医等との連携も確保
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「あんしんハウスⅠ」の入居者のみなさん

＜いま、保育園に通っています＞

＜送別会の後に記念撮影＞

＜養護への入所を見送りました＞

＜大晦日の夕食会＞
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ソフト面（支援体制づくり）の取組 ③

○１Ｆの地域包括支援センターとの協働による健康講座やサロン等の開催を通して、入居者や地域住民
 が集うなど、地域交流の拠点を目指す。

４月 認知症予防（包括センター主任ケアマネ） 12名

７月 笑いヨガ（包括センター保健師） 13名

９月 陶芸教室（窯元代表） 15名

11月 セラバンド体操（施術院代表） 17名

１月 人生ノート（医療介護連携センター所長） 17名

２月 腸内フローラ（乳酸菌飲料会社主任） 12名

＜地域交流活動（健康講座・Ｒ５年度）＞

認知症の人とその家族への理解を深めた

専用の機器で血管年齢測定＆ストレス度チェックも体験肌荒れ防止の方法も実演
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増加する入居相談件数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

相談件数（問合せを含む） ５ ２１ ２６

・立ち退き ２ ３ ５

・高齢独居の不安 ５ ８

・収入減 ４ ４

・家族関係の悪化 １ ２

・ＤＶ １ ２ ４

・離婚 ３ １

・その他 ２ ３ ２

○高齢女性からの相談が最も多く、それ以外の層の２倍近い。

 ○入居希望の理由では、高齢の一人暮らしに対する不安が最も多
 い。次いで、賃貸住宅の老朽化に伴う立ち退き、コロナ禍など
 による収入の減少、夫による暴力となっている。

 ○支払い可能な家賃の上限は、３万円台が最も多い。これに３万
 円未満、４万円以上が続き、低廉な家賃を希望する傾向がみら
 れる。

＜相談シート＞
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事業の課題と今後の展開

○賃料は、入居の実態に応じて支払う方式とし、契約上の特約に位置付
 けた。具体的には、空室の賃料は発生しないというもので、これによ
 り収益性を確保することができた。

○必要な物品は地域住民等から寄贈を受けたり、日常的な修繕費用は所
 有者に負担してもらうなど、極限まで支出を減らしている。

○ただ、６戸の規模ではＮＰＯ法人単体で事業を成り立たせることは難
 しく、選任スタッフを配置した場合には人件費の捻出ができない。

事業収支面

賃料
収益

家賃

通信費
その他

収入 支出

○１Ｆの医療・介護職員がボランティアとして関わることで、住宅確保要配慮者等への理解促進に役立
 っている。一方で、本来業務に支障を来さないよう過度な負担を避け、善意に頼るのも見直したい。

○地域住民の見守りや声かけといった「ゆるやかな支援体制」もできつつあり、住宅困窮者や生活困難
 者に対する理解と関心が広がってきている。

運営体制面

○モデル事業選定団体として認知度が高まり、行政や地域の信頼も得られたのを機に、共同提案者所有
 の社宅（８室）を改修し、総合相談・生活支援付きアパート「あんしんハウスⅡ」の開設へ取り組み
 たい。

○選任スタッフの配置も含め、関係機関や不動産事業者との連携によって、住宅困窮者からの相談～同
 行～住まいのマッチングまでの相談支援体制も構築したい。

今後の展開
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ご清聴、ありがとうございました !!
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福島市観光ＰＲキャラクター「ももりん」
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